地理B学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校名：沖縄県立美里高等学校普通科

日時：平成27年12月22日（火）14：35～15：20（6校時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業クラス：2年2組（男11名、女21名計32名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者：　平良　猛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教科書：『新詳地理B』『新詳高等地図初訂版』（帝国書院）
１　単元名：第Ⅲ部　現代世界の地誌的考察　　２章　現代世界の諸地域　　４節　南アジア

　　　　　　題材名：「インドの農業と農村の変化」

２　単元設定の理由
　（１）教材観

　この単元は、現代世界の諸地域を取り上げ、歴史的背景をふまえて多面的・多角的に地域の変容や構造
を考察し、それらの地域にみられる地域的特色や地球的課題について理解させるとともに、地誌的に考察する方法をみにつけさせることとを主な目標としている。「高等学校学習指導要領解説地理歴史編」においては、「内容の（１)様々な地図と地理的技能、及び（２）現代世界の系統地理的考察の学習成果を活用するよう工夫すること」としてる。本研究では、これまで系統地理分野等で習得した地理的知識・技能を活用し、学習課題に対して生徒たちが地理的見方考え方で考察できるよう授業を展開していく。
（２）生徒観
　２年２組は、全員地理B選択者で編成されている。比較的大人しいクラスではあるが、人懐っこい生徒も多く、発問に対しても物怖じせず答える生徒もおり、和やかな雰囲気で授業を行っている。
　日頃は、ワークシートの活用を中心とした一斉授業が中心であり、私自身も思考が深まる発問や生徒が説明したり、論述、発表したりする言語活動の場をこれまで設定していこなかった。こういった課題をふまえ、今回は、地図・資料等を活用した協働学習形態で、思考力・判断力・表現力を育む授業を目指す。
（３）指導観
インドは、南アジア随一の面積と世界第2位の人口を持つ大国である。約12億人の国民は多様な民族,
言語、宗教によって構成されている。その中で、人口の約８割の人々がヒンドゥー教徒であるため、ヒン
ドゥー教にまつわる身分制度であるカースト制度の影響は大きく、複雑な社会を形成している国でもある。

また、インドといえばこれまで食糧不足や経済の停滞と貧困等が強調され発展途上国のイメージが強い

が、農業においては1980年代に「緑の革命」で食料自給率を達成しており、経済面では、1990年代の経
済自由化により急速な成長をみせ、今やBRICsの一国として世界の注目が集まっている。しかし、人口

爆発や貧富の格差、宗教間の対立など課題も多い。本授業では、「インドの農業と農村の変化を通して人口
問題を考える」を学習目標とし、授業の後半で「世界の人口問題の解決策を考える」をテーマとした協働
的な学習（KJ法的手法を用いたグループ学習）を行い、思考力・判断力・表現力を育む授業を展開する。
３　単元の目標　
①南アジアについて、インドを中心とした地域の自然やヒンドゥー教を中心とした社会の歴史的背景、農
業に関する発展と課題、ＩＴ産業の発展としくみについて、多面的・多角的に考察し表現する。
　②南アジアの自然・歴史・文化・産業などに関する地図や統計、写真などの諸資料から有用な情報を読み
取ったりする。
４　単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	資料活用の技能
	知識・理解

	インドを中心とする南アジアに見られる地域的特色や地球的課題ついて関心を高め、意欲的に追究しようとしている。
	インドを中心とする南アジアについて、歴史的背景を踏まえた地域の変容や構造を多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現している。
	インドを中心とする南アジアについて、諸資料から有用な情報を選択して、読み取ったりまとめたりしている。
	インドを中心とする南アジアについて、それらの地域にみられる地域的特色と地球的課題を理解し、その知識を身につけている。


５　指導と評価の計画
	時
	テーマ
	学習活動
	評価規準と方法

	１
	イメージマップを作ろう！
	・イメージマップの作図（自分のイメージを頼りに世界地図を作図→地図帳を活用し、修正を加えた後に作図→略地図の作図）・時差の求め方（地図帳（等時帯）を活用して時差を求める）・等高線の読み方と作図
	・世界地図の作成に興味関心をもち意欲的に取り組んでいる。【関】
・地図帳を活用して正確な世界地図を作図し南アジアの位置を確認している。【資】

	２
	地図帳の使い方見方
	地図帳の基本的な使い方や見方を理解する。（さくいんのひき方、統計資料の見方、調べ方等）
地形図の見方（新旧の沖縄市北の地形図の比較を通して地形図の見方を理解する。）
	・地図帳の使い方や地形図の見方等を理解している。【知】
・地図帳等から適切に情報を選択したりしている。【資】

	３
	南アジアの国々

	・地図帳や旅行用パンフレットを活用して、学習課題「観光大使として国を紹介しよう！」をグループ単位で調べ、発表させることで南アジア全体を考察させる。
	・南アジアの国々についての有用な情報を地図帳や旅行用パンフレットを活用して読み取りまとめたりしている。【資】
・資料から読み取れたことを考察し、まとめ、適切に表現している。【思】

	４
	多様性の国インド

	・インドの多様性を地図帳や資料等を活用し言語、宗教、カースト制度を通して考察させる。

	・インドに関する地図や資料（写真、絵、図）から有用な情報を読み取ることができる。【資】
・資料から読み取れたことを考察し、まとめ、自分たちの言葉で適切に表現している。【思】

	５
	インドの農業と農村の変化
	・インドの農業と農村の変化から世界の人口問題を考える。

	・インドの農業と農村の変化を通して、世界の人口問題の課題を考えることができ、まとめ、それを適切に表現している。【思】
・地図帳や資料から世界の人口問題の原因等を読み取ることができる。【資】

	６
	発展するインドのＩＴ産業
	発展するインドの工業とＩＴ産業について理解し、ＢＲＩＣｓの発展の背景を考察する。

	・統計資料からインドなどのＢＲＩＣｓ諸国の有用な情報を読み取ることができる。【資】
・ＢＲＩＣｓ諸国の発展の背景を考察し、それらを適切に表現することができる。【思】


６　本時の指導（５時間目／６時間）
(1) 題材名
「インドの農業と農村の変化」
(2) 本時の目標
○インドの農業と農村の変化を通して世界の人口問題を考える。
○学習課題に対して、グループ単位で地図、資料等を活用し、「KJ法的手法」を用いて情報を読み取り、
意見を出し合い、まとめ、発表活動を行う。
(3) 本時の展開
	過
程
	学習内容
	生徒の学習活動
	指導上の留意点と評価規準

	導　入（５分）
	・インドの食について発問する。
・カレーの食べ方にも北部と南部で地域差があることを通してインドの適地適作農業を理解させる。
・学習目標を発表。
	・発問に対して答える。
・カレーの食べ方にも地域差があることを通して、インド国内で多様な環境に適した栽培が行われていることを理解する。
・学習目標をワークシートに記入する。
	・インドの地図を示しながら、発問する。

	展　開①（１５分）
	（１）インドの農業について
・多様な自然環境について、モンスーンが大きく影響していることを理解させる。
・農業大国であるインドの主要作物（小麦、米、茶、綿花等）を発問と説明を通して理解させる。
（２）農業の発展について
・かつては、インドは食糧不足に悩まされ食糧生産が大きな課題であったことを理解させる。
・1960年代より、「緑の革命」（高収量品種の導入）を行ったことにより食糧自給達成したことを理解させる。
・今後も約12億人の人口を抱えるインドで食糧を維持していくのは至難の業であり人口問題は大きな課題の一つであることを理解させる。
	・既習した「世界の気候」の分野を振り返りながら、モンスーンが多様な自然環境に大きく影響していることを理解する。
・インドの主要な農作物について、発問に答えたり、説明を聞きながら理解し、ワークシートに記入する。
・かつてのインドの食糧問題についての説明を聞き理解する。

・「緑の革命」を理解する。
・人口大国インドと食糧問題について説明を聞いて理解する。

	・既習した知識を基に理解している。【知】


	展開②（２５分）
	・これから「世界の人口問題」についてグループ学習を行うことを伝える。
・活動に入る前に、世界の人口の歴史的推移と世界の人口増加率の解説を行い、ここ数十年の爆発的な人口増加を理解させる。
・人口爆発が進むことでどのような問題が生じるか発問する。
・グループ学習テーマを発表する。

・「解決策」を考える前に、「人口爆発」の「原因」を考えるよう伝える。
・考えたこと付せん紙に記入し、鳥の子用紙に貼るよう伝える。

	・「人口問題」についてグループ学習を行うことを理解する。
・世界の人口の推移と人口増加率の解説を聞き、人口爆発について理解する。
・人口爆発の問題点についての発問に答える。
・テーマを確認し、グループ学習の形態に机を移動配置する。
・地図帳を活用して、「原因」を考える。
・考えたことを付せん紙に記入し、鳥の子用紙に貼り付ける。

	・世界の人口の推移と世界の人口増加率の資料提示。
・提示された資料から有用な情報を読み取っている。【資】
・地図帳P131を参考に「原因」を考えるよう伝える。・一人５枚以上付せん紙に考えを書くよう伝える。

	展開②（２５分）
	・グループ内で表出した付せん紙の内容を確認し、メンバーで意見交換しながら、関連するものをカテゴライズさせる。
・カテゴライズしたまとまりに対して、キーワードを考えさせる。
・キーワードをもとに「解決策」を考えさせる。
・「解決策」を論理的な文章化し、発表させる。
※各グループ発表活動（2分程度）
・発表後、表出した意見やキーワードを全体に紹介し、「振り返り」を行う。
	・表出した付せん紙の内容をグループで確認し、意見交換しながら関連するものをカテゴライズする。
・カテゴライズしたまとまりに、グループ内で意見交換しキーワードを考える。
・キーワードをもとにグループ内で意見交換し、「解決策」を考える。
・意見交換して考えた「解決策」を文章化し、発表する。（発表活動は、各グループ２分程度）
・「振り返り」を聞き、さまざまな意見があることを理解する。
	・課題解決に向けて意見交換を通して考察している。【思】

	まとめ（５分）
	・ワークシートをまとめさせる。
・自己評価記入。
・次回の授業内容の説明。
	・ワークシートをまとめる。
・自己評価を記入する。
・次回の授業内容を聞き、確認する。
	


７学習活動に即した評価規準（判断の基準）

	観点
	Ａ「十分満足できる」
	Ｂ「おおむね満足できる」
	Ｃ「支援が必要である」

	思考

判断

表現
	世界の人口爆発の解決策について、グループ内で自分の考えを表現し、話し合いを通してまとめることができる。
	世界の人口爆発の解決策についてのグループ内で自分の考えを表現することができ、話し合いに参加できる。
	世界の人口爆発の解決策について、グループ内で自分の考えを表現させ、話し合いに参加させる。

	資料活用の技能
	地図帳のデーターから適切な情報を読み取り、自分の考え取り入れ表現することができる。
	地図帳のデーターから適切な情報を読み取り、表現することができる。
	地図帳のデーターから適切な情報を読み取り、表現させる。


【本　時】　





学習目標：インドの農業から世界の人口問題を考え、発表する。





「協働的な学習」テーマ：世界の人口爆発の解決策を考える。
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